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10
月
17
日
（木）
、
エ
コ
パ
ー
ク
水

俣
で
芦
北
水
俣
郡
市
中
学
校
８
校

に
よ
る
駅
伝
大
会
が
開
か
れ
、
津

奈
木
中
学
校
の
女
子
チ
ー
ム
が
２

位
、
男
子
チ
ー
ム
が
３
位
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
女
子
チ
ー
ム
は
11

月
８
日
（金）
に
天
草
市
で
開
か
れ
る

県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。
選

手
た
ち
は
、
沿
道
か
ら
の
熱
い
声

援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。　
　
　

　
女
子
チ
ー
ム
は
途
中
で
１
位
か

ら
２
位
に
順
位
を
落
と
す
も
、
３

位
と
の
差
を
守
り
ゴ
ー
ル
。
男
子

チ
ー
ム
は
４
区
で
順
位
を
上
げ
、

懸
命
に
追
い
上
げ
ま
す
が
、
惜
し

く
も
３
位
で
し
た
。
選
手
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
最
後
ま
で
力
走
。
個
人

で
は
、
女
子
１
区
の
齊
藤
里
菜
さ

ん
（
桜
戸
）
が
区
間
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▼
女
子

優
勝　
水
俣
一　
45
分
48
秒

２
位　
津
奈
木　
46
分
45
秒

３
位　
水
俣
二　
47
分
34
秒

▼
男
子

優
勝　
水
俣
二　
１
時
間
０
分
18
秒

２
位　
湯
浦　
　
１
時
間
０
分
40
秒

３
位　
津
奈
木　
１
時
間
１
分
44
秒

女子チーム県大会出場へ
令和6年度芦北水俣郡市中学校駅伝競走大会

津奈木中学校出場選手一覧　※敬称略

1区（3.15km）　　　
2区（2.15km）　　  
3 区（2.15km）　 　
4区 （2.15km）　　　
5区（3.15km）　　　　

【女　子】

※（★）は区間賞。

11分 15秒（★）
  ７分 53秒
  8 分 11秒
  8 分   7 秒
11分 19秒

齊藤 里菜（3年）　　
楠本 愛羅（3年）　  
鳥居 樹莉菜（1年） 　
木福 芽依（1年）　　
吉野 紗也香（2年）　

【男　子】
1区（3.15km）　　　
2区（3.15km）　　  
3 区（3.15km）　 　
4区 （3.15km）　　　
5区（3.15km）　　　　
6区（3.15km）

   9 分 23秒
10分 30秒
10分 25秒
10分 20秒
10分 51秒
10分 15秒

津々木 俊翔（３年）　　
栁迫 勇任（3年）　  
野﨑 雅貴（2年） 　
松永 彩翔（2年）　　
伊藤 陸（1年）　　　
佐藤 瑠音（2年）

【写真説明】1.2.6.7. 思いを込めたたすきをつなぐ／3. 力をふり絞りラストスパートをかける齊藤さん／4. 全員でつかみ取った県大会
出場をよろこび記念撮影／5. 最後まで全力で走り切った佐藤さん
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９
月
28
日
（土）
・
29
日
（日）
、
現
代

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
五
十
嵐
靖
晃
さ

ん
の
作
品《
海
渡
り
》の
制
作「
海

渡
り
の
日
」
が
旧
赤
崎
小
学
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。
４
回
目
と
な
る

今
回
は
町
内
外
か
ら
約
150
人
が
参

加
。
弁
天
島
と
陸
を
つ
な
ぐ
102
本

の
糸
を
張
っ
て
い
き
ま
し
た
。
完

成
後
に
は
競
舟
の
乗
船
体
験
も
実

施
。
参
加
者
た
ち
は
舟
で
島
と
陸

を
つ
な
ぐ
糸
の
下
を
く
ぐ
る
な

ど
、
海
渡
り
の
日
な
ら
で
は
の
体

験
を
し
ま
し
た
。

　
弁
天
島
は
干
潮
時
に
陸
続
き
に

な
る
島
で
、
頂
上
に
は
海
辺
の
集

落
を
見
守
る
よ
う
に
弁
天
様
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
弁
天

様
に
町
の
安
泰
を
祈
る
「
弁
天
様

の
お
祭
り
」。
古
く
か
ら
旧
暦
９

月
26
日
に
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
は
高
齢
化
な
ど
で
継

承
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。《
海

渡
り
》
は
、
古
く
か
ら
地
域
に
伝

わ
る
弁
天
信
仰
を
住
民
と
共
に

ア
ー
ト
の
力
で
再
構
築
し
、
人
々

と
協
力
し
な
が
ら
後
世
に
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
を
目
指
す
新
し
い

か
た
ち
の
ア
ー
ト
作
品
で
す
。
今

後
も
《
海
渡
り
》
は
、
伝
統
を
つ

な
ぐ
思
い
と
共
に
後
世
に
受
け
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。　

伝統を後世につなぐ赤い糸
五十嵐靖晃《海渡り》

【写真説明】1. 弁天島の祠
ほこら
の管理してきた松田テル子さんが102 本目の糸をつなぎました／2. 力いっぱい糸を引く男性陣／3. 島と

陸をつなぐ鮮やかな赤い糸／4.作品の完成をよろこび記念撮影／5. 競舟で《海渡り》の下をくぐる参加者たち／6.作品について語る
五十嵐さん／7. 一本一本丁寧に糸を結ぶ
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